職務別課題　まとめ　　　　　人権同和主任会「小学校での取組み」
１　職務別課題　（１）子どもの権利についての学習の充実
　　　　　　　　（２）人権同和に関する啓発活動
２　実践例（子どもの権利についての学習の充実に関わって）
「多治見市子どもの権利に関する条例」や「たじみ子どもの権利の日」の普及を図るとともに、
児童の人権感覚をより育てるために、多治見市で作成した学級活動の資料を使って、学級活動の授業を行った。

（１）低学年

	ねらい
	自分と似たような好みをもつ友達、また自分と違う友達の存在を知り、お互いの理解を深め合うことができる。

	学習活動
	１，「たじみ子どもの権利の日」について知る。

２，「すきな○○はどれですか」ゲームをする。

　（４つの項目の中から、一番好きなものを選び、好きな理由を書く。その後、同じものが好きな者同士が集まり、好きな理由を聞き合う。）

３，振り返りをする。（あらためて気づいたことや大切にしたいと思ったこと）

	学習中や学習後の児童の様子や感想
	・好きな好みの者同士で集まって話す活動を楽しく、和やかな雰囲気で行っていた。

・好きな物は同じでも、好きな理由は様々だったことに驚いた様子だった。

・教師が指示をしなくても、集まったら自分たちで話す順番を決めたり、「静かにしよう」と注意しあったりする姿があり、主体的に取り組んでいた。

・授業後の感想には、「みんなの話が聞けて楽しかった。」「友達のことが知れてよかった。」「自分のことをわかってくれてよかった。」「好きな色や動物は同じでも、好きな理由はみんな違っておもしろかった。」と多くの子が書いていた。


（２）中学年

	ねらい
	一人一人によさがあることを気づく活動を通して、誰もがかけがえのない存在であることを知ることができる。

	学習活動
	１，「たじみ子どもの権利の日」について知る。

２，自分のよさについて考える。

３，「よさ当てクイズ」をする。（２で書いたものを、担任が読み上げて誰かを当てる。）

４，振り返りをする。（あらためて気づいたことや大切にしたいと思ったこと）

	学習中や学習後の児童の様子や感想
	・自分のよさを書く時は考え込む子もいたが、クイズ形式で当てていく中で、楽しみながら仲間のよさに気づくことができた。

・「仲間を大切にしたい。」や「一人一人のよさにあらためて気づくことができた。」
「自分しかできないことがあるから、自分を大切にすることが大事だと分かっ

た。」という感想があった。


（３）高学年

	ねらい
	自分のよさ・仲間のよさを見つめることを通して、自分も仲間も大切に思い、お互いに支え合おうとする気持ちをもつことができる。

	学習活動
	１，「たじみ子どもの権利の日」について知る。

２，メロンとトマト、どちらが好きかを考え、「みんなほんもの」の詩を読んで、感想を発表する。

３，自分のよさや仲間のよさを見つける。

４，友達に認めてもらえたよさについて気持ちを発表する。

５，振り返りをする。（自分のあり方や仲間とのかかわりについて）

	学習中や学習後の児童の様子や感想
	・自分のよさを書くことに抵抗があったり、気づけなかったりする児童が多かったが、十分に時間を取ったり、教師がヒントを与えたりしたことで書くことができた。

・日頃からよさ見つけをしていることもあり、どの子も仲間のよさはたくさん書けた。

・仲間からのメッセージを読んで、笑顔を見せる児童が多く見られた。

・「みんなのいいところをたくさん見つけることができたので、とてもうれしかった。」「自分では気づかないところを、みんなが見つけてくれて、思ったよりいいところがたくさんあってよかった。」という感想があった。


３　成果と課題

（１）低学年

	成果
	・小集団で話す活動だったので、どの子も進んで話をすることができた。

・「好きな理由はいろいろある。」ことを知ることができた。また、「他の人と違ってもいいんだ。」という思いをもつことができた。

・２年生の場合同じ活動を昨年やっていても、１年経って変わった自分を見つめたり昨年とは違う仲間との交流の中で新しい発見があったりと、十分意欲的に取り組めた。

	課題
	・好きな物の内容を吟味する。（動物の中の「キリン」は好きな子が少なかった。）

・１年生は書くのに時間がかかるので、１時間の授業で４つのテーマを取り上げるのは時間的に難しい。

・集まって話す形態や話の仕方を工夫する。

・「楽しかった」で終わらないように、ねらいについて考えさせるための手立てが必要である。


（２）中学年

	成果
	・誰にでもよさがあるということに気づけた。

・一人一人が大切な存在であることを確認するよいきっかけとなった。

・仲間を大切にする気持ちの大切さにあらためて気づけた。

	課題
	・プライバシーも考えて、よさを紹介する前に、配慮が必要な児童については、担任がよさをたくさん見つけておいて紹介する。

・日々の学校生活の中で、自他ともに大切にする意識を継続できるような事後指導を行う。


（３）高学年

	成果
	・仲間に多くのよさを認めてもらったことがとてもうれしかったようで、今までよりも自分を好きになれたと感じた児童が多かった。

・互いのよさを見つけあったことで、信頼感が高まり、グループの仲が深まった。

	課題
	・「みんなほんもの」の詩の内容が難しく、本時の課題につなぐのに時間がかかってしまった。

・詩の解釈やよさ見つけに時間がかかるため、「たじみ子どもの権利の日」の説明は、

　朝の会など、別の時間にしてもよい。

・自分で気づいたり仲間に認めてもらったりしたよさを、今後の生活でどのように活かしていくかまで考えることができるとよかった。


